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存
在
を
、
思
ひ
起
さ
す
に
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
Q

　
刺
す
蚊
を
ば
手
に
打
ち
か
ね
ユ
、
涙
か
な
。

　
こ
う
し
た
氣
持
ち
て
、
凡
そ
自
分
に
與
へ
ら
れ
た
運
命
な
ら
、
何
で

も
甘
受
し
て
き
た
。
そ
し
て
色
々
ご
考
へ
あ
ぐ
ん
で
は
，
結
局
も
う
此

の
上
は
、
飴
計
な
穿
馨
は
す
ま
い
。
只
自
分
に
許
さ
れ
九
唯
一
の
道
に

身
命
を
捧
げ
て
精
進
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
，
こ
一
人
ぎ
め
に
し
て
は
せ

め
て
も
の
心
や
り
こ
す
る
の
が
オ
チ
だ
っ
た
。
今
こ
・
に
二
十
有
蝕
才

の
春
を
迎
へ
て
も
矢
張
り
昔
乍
ら
の
私
以
外
の
何
物
で
も
な
い
ε
し
か

思
へ
ぬ
の
を
淋
し
が
ら
す
に
は
居
ら
れ
な
い
Q

　
あ
す
な
ら
う
日
ご
一
こ
檜
の
夢
を
見
て
。

　
　
か
う
し
て
今
日
は
明
日
は
一
こ
一
生
を
蘇
を
こ
し
て
迭
っ
て
し
ま
う

様
に
な
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
し
ら
ん
。
そ
ん
な
不
甲
斐
な
い
生
活

か
ら
逃
れ
出
る
事
が
出
來
な
い
自
分
だ
ぐ
」
し
た
ら
？

　
私
は
自
分
自
身
を
散
々
は
ち
し
め
て
や
り
た
い
氣
分
で
回
杯
に
な
っ

た
。
馨
り
に
静
か
だ
つ
九
お
正
月
は
却
っ
て
私
に
大
き
な
憂
愁
を
投
げ

か
け
た
。
五
時
近
く
「
こ
い
ふ
に
も
う
日
の
光
り
の
見
ら
れ
ぬ
此
の
薄
ギ

タ
ナ
イ
町
並
を
ト
ボ
ト
ボ
ご
歩
い
て
居
る
内
酉
方
に
明
星
の
恥
く
キ
ラ

キ
一
三
こ
光
っ
て
居
る
の
を
見
た
。
ご
急
に
身
禮
中
が
溝
顕
す
る
の
を
豊

え
た
私
は
思
は
す
「
カ
ア
ル
ブ
ヅ
セ
」
の
「
山
の
彼
方
に
」
を
吟
じ
て
み

た
。
す
る
ミ
す
ぐ
、

　
た
つ
ね
ゆ
け
唐
土
山
を
星
一
ツ
。
併
し
此
の
時
叉
黒
い
影
が
心
の
中

を
カ
ス
め
て
い
っ
た
。

三
〇

ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
恥
天

交
壁
の
印
象

　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ケ
ム
ブ
ソ
ツ
チ
に
て

吉
田
源
治
郎

「
古
い
！
」
こ
う
云
ふ
感
じ
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
サ
ウ
ス
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
山
本
｝
清
氏
の
御
出
迎
え
を
受
け
た
時
か
ら
、
私
の
心
に
染
み
こ
ん

だ
。
こ
れ
が
オ
リ
バ
ー
、
ウ
エ
ン
デ
ル
、
ホ
ル
ム
ス
の
誇
る
「
太
陽
糸

の
車
輪
」
（
ボ
ス
ト
ン
）
へ
來
た
當
初
か
ら
の
感
じ
で
あ
る
。
文
明
的
の
明

る
み
の
上
に
何
だ
か
古
色
蒼
然
た
ゐ
氣
分
が
蔽
ひ
か
ぶ
さ
っ
て
み
る
。

歴
史
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
唯
一
つ
の
歴
史
の
あ
る
町
！
そ
れ
が
ボ
ス
ト

ン
だ
。

　
ハ
！
ゾ
ー
ド
の
天
文
肇
の
高
豪
を
訪
つ
れ
た
の
は
八
月
二
＋
五
日
の

朝
、
墓
内
は
其
盤
中
ε
て
人
氣
が
な
い
。
山
本
氏
の
研
究
室
の
一
隅
に

腰
を
下
し
て
、
さ
て
，
つ
ら
つ
ら
ミ
考
へ
る
。
そ
こ
へ
攣
光
星
の
カ
ム

。
ヘ
ル
氏
が
は
い
っ
て
來
ら
れ
る
。
由
本
氏
の
計
算
を
手
に
し
て
何
か
叩
し

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
。
三
階
造
り
に
な
っ
て
み
る
皇
内
に
は
，
喜
舌
貝
一

人
一
人
に
割
り
當
て
た
部
屋
が
、
い
く
つ
一
こ
な
く
あ
っ
て
，
締
計
約
四

十
人
の
皇
員
が
活
躍
し
て
み
る
。
そ
の
中
、
男
子
が
五
六
入
、
あ
ε
は

ス
ツ
カ
リ
婦
人
、
そ
の
牛
分
の
以
上
は
、
五
十
を
越
し
た
オ
ー
ル
ド
，

メ
イ
ド
ー
、
之
れ
を
引
き
廻
し
て
、
研
究
の
指
揮
を
す
る
の
が
年
齢
四
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＋
に
ま
だ
手
の
届
か
な
い
シ
ヤ
ブ
レ
ー
皇
室
。
「
シ
ヤ
プ
レ
ー
に
は
感
心

さ
せ
ら
れ
る
」
－
こ
山
本
氏
が
私
に
話
さ
れ
る
。
二
品
の
一
隅
の
研
究
室

か
ら
出
て
、
皇
内
く
ま
な
く
見
せ
て
も
ら
ふ
9
立
關
の
次
の
部
屋
は
，

天
井
が
ド
オ
ム
に
な
っ
て
み
る
、
・
昔
子
午
線
望
遠
鏡
の
据
え
つ
け
て
あ

っ
た
所
今
は
．
枇
交
野
兼
護
書
室
。
何
し
ろ
天
上
の
星
の
研
究
に
携
は

る
地
上
の
花
の
多
い
此
天
文
蔓
の
こ
一
こ
だ
か
ら
、
卒
常
の
室
．
氣
の
賑
や

か
な
こ
一
こ
、
そ
し
て
此
部
屋
が
そ
の
チ
ャ
ッ
ト
の
旋
風
の
中
心
地
で
あ

る
一
・

　
そ
の
次
の
室
は
豪
長
の
家
に
通
す
る
。
そ
し
て
、
戦
塵
か
ら
、
十
五

吋
の
ド
オ
ム
へ
の
通
踏
へ
か
け
て
一
面
の
書
棚
で
あ
る
。
然
し
、
本
棚

圖
書
の
分
類
に
何
の
系
統
も
與
へ
て
な
い
や
う
に
、
見
え
る
。
天
井
か

ら
、
書
棚
か
ら
、
、
凡
て
が
古
色
蒼
然
7
こ
し
て
私
の
目
に
映
る
。
　
「
古
い

！
」
ご
云
ふ
心
持
が
叉
ひ
し
く
ミ
私
を
包
む
【
、
此
虐
の
主
義
は
入
間

本
位
積
立
金
が
何
難
解
ε
あ
る
の
に
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
整
理
な
字
ご
は

第
二
に
し
て
、
出
來
る
だ
け
多
く
の
肇
員
を
雇
ひ
入
れ
る
。
然
も
、
給

料
の
割
安
で
す
む
ミ
ス
た
ち
を
雇
ひ
入
れ
る
。
望
遠
鏡
も
八
十
年
前
に

買
入
れ
た
臥
の
を
そ
の
ま
、
、
そ
の
装
置
も
凡
て
昔
の
ま
、
、
然
し
，

そ
の
仕
事
か
ら
云
っ
て
、
歯
黒
の
天
文
毫
は
、
世
界
に
誇
る
に
足
る
大

き
な
仕
事
を
や
っ
て
の
け
る
」
－
し
山
本
氏
の
註
が
加
は
る
。
實
際
、
ラ

イ
ブ
ラ
ム
ー
の
だ
ら
し
な
き
。
階
段
の
一
隅
、
廊
下
の
片
隅
、
手
あ
た

り
次
第
の
所
だ
Q
灘
然
、
紛
然
ミ
し
ア
、
無
籔
の
本
が
羅
列
し
て
あ
る
。

昨
年
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
壷
な
さ
を
覗
い
た
目
で
此
虚
を
眺
め
る
一
こ
何

だ
が
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
ア
シ
ユ
ル
バ
ニ
パ
ル
の
書
庫
へ
來
江
や
う
な
「
古

典
的
」
な
味
が
す
る
。

　
＋
五
吋
の
部
屋
へ
は
ひ
る
．
ド
イ
ツ
製
の
古
物
、
屋
根
の
回
韓
も
、

そ
の
他
の
設
備
も
凡
て
人
力
仕
掛
だ
。
此
の
望
遠
鏡
は
、
京
都
の
よ
り

も
毛
繕
で
、
取
扱
ひ
不
便
だ
さ
う
で
あ
る
。
然
し
、
八
十
年
前
に
は
ロ

シ
ヤ
の
プ
ル
コ
ワ
の
天
文
毫
こ
共
に
、
世
界
一
を
誇
っ
た
も
の
で
あ
る

そ
の
功
蹟
の
数
々
あ
る
中
に
、
土
星
の
衛
星
の
嚢
見
、
火
星
の
衛
星
の

光
の
測
定
は
、
こ
の
老
鏡
の
蔚
き
も
の
誇
り
の
記
録
で
あ
る
。
今
で
は
、

眞
面
目
な
．
観
測
に
は
用
ひ
な
い
，
こ
の
こ
ご
。

　
そ
こ
か
ら
階
段
を
下
り
て
、
反
騰
の
方
向
に
行
く
。
蔓
の
葉
の
か
ら

む
吊
橋
式
の
廊
下
を
渡
る
一
こ
、
爲
其
室
の
一
棟
が
あ
る
。
右
へ
は
い
れ

ば
、
天
文
爲
眞
及
び
そ
れ
に
嘉
す
る
も
の
の
展
観
室
。
月
二
囲
の
公
開

日
に
は
、
此
鹿
へ
旨
々
が
雪
崩
れ
こ
む
。
凡
て
ガ
ラ
ス
版
に
焼
き
付
け

た
も
の
を
、
枠
に
は
め
、
背
後
か
ら
電
燈
で
透
か
す
工
夫
に
な
っ
て
み

る
。
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
色
々
、
マ
ゼ
ラ
ン
大
星
雲
，
小
星
雲
、
月
、
其

他
、
等
、
等
等
、
が
手
際
よ
く
、
四
隅
の
壁
際
に
展
列
し
て
あ
る
。
そ

の
奥
の
部
屋
が
、
爲
眞
保
存
室
，
何
ε
な
く
大
き
な
戸
棚
が
並
列
し
て

あ
っ
て
、
↓
々
番
號
に
よ
つ
で
創
立
以
來
此
慮
及
び
、
ペ
ル
ー
の
出
張

所
で
撮
影
さ
れ
た
爲
眞
が
系
統
を
つ
け
て
保
存
し
て
あ
み
。
之
の
仕
事

に
皇
員
の
大
方
が
侮
日
か
・
つ
て
み
る
　
爲
眞
の
焼
付
、
爲
眞
に
よ
る

星
の
計
算
其
他
。

　
二
階
建
の
此
煉
瓦
造
り
建
物
の
減
分
ミ
階
上
は
、
凡
て
肇
員
の
研
究

】
三



32

室
作
業
場
に
な
っ
て
み
る
。
（
但
し
、
天
文
肇
の
本
舘
は
八
十
年
前
の
木

造
で
あ
る
一
）

　
此
慮
に
働
く
人
々
に
は
、
可
な
り
憂
つ
た
入
が
み
る
。
今
は
、
外
國

人
ε
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
入
の
ラ
イ
テ
ン
氏
ミ
山
本
氏
の
み
で
あ
る
が

古
株
の
墓
員
の
中
で

　
憂
つ
た
人
た
ち
の
一
人
二
人
を
紹
介
す
れ
ば
1
先
づ
、
第
一
に
ミ
ス

カ
ノ
ン
。
五
年
か
・
つ
て
星
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ニ
＋
萬
を
整
理
し
、
そ

の
出
版
に
更
に
十
年
か
・
つ
て
み
る
。
此
の
老
嬢
が
第
一
の
直
り
者
で

あ
る
、
．
最
初
は
た
“
手
傳
ひ
に
雇
は
れ
て
來
た
の
が
、
今
で
は
世
界
中

に
H
寸
そ
の
代
理
が
出
監
る
人
は
な
い
ざ
云
は
れ
る
迄
に
な
っ
た
篤
學

な
女
流
翠
者
。
彼
女
に
次
い
で
、
ミ
ス
。
ウ
ツ
ヅ
が
み
る
Q
此
入
は
，
エ

ヂ
プ
ト
で
ボ
ス
ト
ン
博
物
館
の
日
本
部
主
任
李
野
女
史
に
出
合
っ
て
以

來
同
女
史
¶
こ
親
友
に
な
っ
て
み
る
。
「
そ
れ
は
、
グ
リ
く
，
こ
し
た
大
き

な
目
玉
の
人
な
の
で
す
よ
，
少
さ
な
身
罐
で
ね
」
ミ
山
本
夫
人
の
註
。

ミ
ス
・
ウ
ツ
ヅ
は
．
侮
日
．
李
均
｛
つ
づ
・
新
星
を
穫
見
す
る
一
こ
云
ふ
の

で
有
名
で
あ
る
。
彼
女
も
叉
、
二
十
年
以
上
飽
か
す
に
毎
日
、
星
の
窮

眞
を
籏
大
鏡
で
睨
ん
で
み
る
奇
特
な
研
究
家
で
あ
る
。
ピ
ケ
リ
ン
グ
窒

長
（
有
名
な
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
令
兄
で
、
此
虚
の
前
豪
長
）

も
面
こ
の
攣
り
者
の
一
人
に
は
い
る
。
彼
の
机
は
、
是
非
こ
の
「
博
物

館
」
的
天
文
皇
を
訪
ふ
者
の
見
遁
し
て
は
な
ら
な
い
設
計
を
も
つ
て
み

る
。
今
日
で
は
，
シ
ヤ
プ
レ
ー
謡
曲
が
そ
れ
を
翼
画
し
て
居
ら
れ
る
。
先

づ
、
此
許
に
、
狭
い
研
究
室
が
あ
る
ε
想
像
し
て
み
て
下
さ
い
。
そ
の
眞

三
二

中
に
柱
が
立
つ
。
そ
の
柱
を
軸
に
し
て
、
ほ
ε
ん
さ
部
屋
を
ふ
さ
ぐ
程
の

圓
形
の
テ
ー
ブ
ル
が
仕
掛
け
て
あ
る
。
そ
し
て
、
控
を
め
ぐ
っ
て
い
く

つ
か
の
棚
が
車
軸
歌
に
配
列
さ
れ
る
。
蜜
長
は
窓
際
の
明
る
い
所
に
座

を
占
め
て
み
る
。
拐
て
、
彼
は
計
算
に
ミ
り
か
・
る
。
机
が
グ
ル
く

ミ
廻
硲
出
す
、
そ
し
て
、
あ
る
角
度
を
廻
っ
た
所
で
、
ピ
タ
り
ご
止
ま

る
。
見
る
・
、
旨
そ
こ
は
、
攣
光
星
の
部
で
あ
ろ
。
其
他
の
部
分
を
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
i
印
ち
、
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
、
自
分
は
、
坐
っ
て

み
る
ま
で
、
テ
ー
ブ
ル
の
端
に
手
を
つ
け
て
、
グ
ル
ツ
ト
廻
す
だ
け
の

勢
で
あ
る
σ
さ
う
す
れ
ば
．
凡
て
の
研
究
資
料
の
備
え
ら
れ
た
机
の
部

分
が
御
用
を
承
り
に
量
る
。
但
し
．
肱
つ
き
は
禁
物
、
ウ
ツ
カ
リ
肱
を

つ
け
ば
、
テ
ー
ブ
ル
は
、
グ
ル
く
一
こ
廻
り
始
め
る
。
「
大
い
に
暗
示
的

で
あ
る
。
私
も
一
つ
こ
ん
な
の
を
つ
く
ら
う
ε
早
速
さ
う
定
め
る
。

　
本
館
の
外
に
廣
い
場
面
の
星
の
配
置
を
撮
影
す
る
た
め
の
一
驚
レ
ン

ズ
の
察
眞
望
遽
鏡
が
備
え
て
あ
る
。
こ
ん
な
建
物
が
三
つ
ば
か
り
、
本

院
の
西
側
に
あ
る
。

　
此
・
腱
で
は
、
あ
ま
り
観
測
に
は
力
を
入
れ
ぬ
が
，
ペ
ル
ー
の
出
張
所

に
は
、
も
つ
ε
完
全
な
設
備
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
絶
え
ず
観
測
や
、

爲
眞
撮
影
に
国
事
し
て
み
る
。
か
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
も
ヵ
！
ネ
ー
ギ
ー

研
究
所
が
關
係
す
る
迄
は
、
こ
・
の
出
張
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
い

つ
れ
に
も
せ
よ
、
設
備
の
不
完
全
は
、
人
の
数
，
こ
そ
の
努
力
で
完
全
に

直
な
は
れ
る
ざ
云
．
鵡
の
が
、
此
印
象
記
の
最
後
の
モ
オ
ラ
ル
で
あ
る
。

　
今
一
つ
載
か
し
て
な
ら
ぬ
こ
ε
は
、
此
虚
の
十
五
吋
の
望
遽
鏡
及
び
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そ
の
設
備
は
、
全
部
、
有
志
の
手
に
な
っ
た
こ
ε
で
あ
る
。
観
測
室
の

壁
上
に
、
そ
の
鴬
舌
が
記
し
て
あ
る
。
い
く
つ
か
の
天
文
に
與
味
を
も

つ
團
艦
や
個
入
の
醸
金
が
八
十
発
癌
に
之
れ
を
産
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

我
々
同
好
會
員
に
し
て
、
十
萬
圓
を
投
資
す
る
勇
氣
が
あ
れ
ば
最
新
式

な
『
同
好
會
天
文
皇
』
が
日
本
に
も
生
れ
出
で
や
う
。

　
昨
夜
は
、
雨
が
し
ε
「
ご
に
ケ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
を
ふ
り
こ
め
た
。
そ
ん
な

夜
に
は
、
静
か
な
物
語
が
ふ
さ
は
し
い
。
そ
れ
で
、
リ
ン
ネ
ア
ン
氏
の

一
隅
、
山
本
氏
の
假
寓
で
は
、
追
懐
談
が
夜
番
ま
で
主
客
の
間
に
交
は

さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
天
機
洩
ら
す
に
は
、
時
機
爾
早
の
日
本
天
文
學

史
の
奇
聞
尊
話
が
あ
っ
た
。
い
つ
れ
後
年
公
け
に
さ
さ
る
る
時
も
あ
ら

う
。
山
本
氏
は
、
一
年
足
ら
す
の
滞
在
中
、
此
の
町
及
び
、
ホ
ス
ト
ン

で
、
二
回
の
試
験
の
機
會
を
與
へ
ら
れ
、
日
本
の
天
文
學
そ
の
活
動
一

般
歌
況
を
語
っ
た
。
私
は
、
ま
だ
瞼
閲
を
受
け
な
ひ
が
、
そ
れ
を
ソ
ツ

¶
こ
此
慮
に
披
露
し
や
ラ
G
　
＝
凹
は
、
冬
の
頃
、
ボ
ス
ト
ン
市
の
シ
チ
ー

ク
ラ
ブ
、
實
業
家
や
市
内
の
重
な
る
有
志
者
、
，
六
百
名
位
の
前
で
、
シ

ヤ
プ
レ
ー
教
授
に
次
い
で
、
日
本
の
天
文
學
そ
の
現
勢
を
説
き
、
是
非

に
、
「
天
文
の
研
究
は
、
國
境
を
無
視
す
る
。
そ
れ
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
る
。
日
本
に
於
い
て
同
好
會
が
活
躍
す
る

の
も
、
私
か
天
文
教
育
に
微
力
を
つ
く
す
の
も
、
そ
の
一
つ
の
理
は
こ

・
に
あ
る
。
も
し
活
動
の
牟
分
が
、
否
三
分
の
一
が
、
心
を
宇
宙
の
研

究
に
、
向
け
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
，
今
日
の
い
や
な
、
國
際
的
紛
争
や

人
種
的
憎
悪
は
、
そ
の
痕
を
維
つ
で
あ
ら
う
。
天
文
の
世
界
に
は
、
入

事
の
色
別
け
は
。
無
用
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
國
際
的
協
力
－
こ
博
大
な
人

類
的
努
力
の
鍬
象
－
こ
し
て
の
み
進
め
ら
れ
て
行
く
最
高
の
法
術
的
境
地

で
あ
る
。
・
一
…
：
L
（
此
時
拍
手
場
を
動
か
す
）
：
・
・
…
：
シ
ヤ
プ
レ
ー
憂

長
は
、
此
の
演
説
に
ス
ツ
カ
リ
度
謄
を
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
此
れ
は

僅
に
＋
五
分
の
短
い
時
こ
の
ス
ピ
ー
ヂ
で
あ
っ
た
。
次
に
、
さ
れ
た
の

が
天
文
皇
圭
催
の
通
俗
博
覧
會
で
の
坐
論
。
¶
こ
に
角
世
界
の
天
文
學
に

關
す
る
協
會
で
，
一
千
二
百
以
上
を
，
し
か
も
二
年
の
短
時
日
の
間
に

得
九
も
の
は
、
我
が
天
文
同
好
會
の
外
に
、
極
め
て
稀
で
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
に
一
つ
あ
る
外
、
大
抵
の
も
の
は
、
せ
い
《
㍉
里
馬
二
百
か
三
百

だ
さ
う
で
あ
る
。
「
妊
れ
は
互
に
世
界
の
珍
で
あ
る
」
ミ
同
じ
シ
ヤ
プ
レ

ー
氏
が
、
演
読
會
感
嘆
の
聲
を
験
し
た
噛
こ
云
ふ
。
我
等
の
同
好
會
の
世

界
的
誇
り
一
こ
責
任
を
今
更
の
如
く
感
ぜ
す
に
居
ら
れ
な
い
。
ハ
ー
ブ
ー

ド
大
甘
の
天
文
學
科
の
學
生
が
僅
か
に
五
人
あ
ま
り
、
之
れ
は
，
全
く

今
私
の
述
べ
て
み
る
天
文
皇
ε
嘘
泣
な
し
に
一
つ
の
少
天
文
毫
を
も
つ

て
み
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
世
界
に
名
の
響
い
た
墨
者
，
こ
し
て
は
、

あ
わ
れ
な
景
況
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
自
分
の
所
の
天
文
壁
上
か
ら
、
天

文
半
者
を
得
ら
れ
な
い
で
、
よ
そ
か
ら
輸
入
し
て
く
る
ε
云
っ
た
有
様

だ
ミ
云
ふ
。
ア
メ
リ
カ
が
も
つ
ε
此
の
方
面
に
「
宇
宙
的
」
に
大
き
く
畳

醒
す
る
ま
で
は
、
他
の
圃
が
今
際
禮
譲
の
表
示
を
促
が
し
て
も
或
は
徒

勢
に
寄
る
の
で
あ
ら
う
。
此
の
印
象
記
の
結
び
一
こ
し
て
、
私
は
、
ボ
ス

ト
ン
公
立
圖
書
館
の
入
口
へ
護
者
諸
氏
を
案
内
し
た
い
。
ポ
ー
チ
を
は

い
る
ε
，
そ
こ
に
第
一
階
の
廣
間
が
あ
る
。
そ
し
て
。
既
に
諸
君
は
、

三
三



b）・4

黄
道
の
圏
を
足
の
下
に
踏
み
つ
け
て
み
る
の
に
氣
付
く
で
あ
ら
う
。
モ

ザ
イ
リ
風
に
、
石
だ
・
み
の
敷
か
れ
た
中
に
、
圓
形
に
黄
道
の
サ
イ
ン

が
彫
ま
れ
て
る
る
。
エ
ヂ
プ
ト
風
の
表
現
で
あ
る
。
一
寸
、
普
通
目
に

し
な
い
圖
形
が
あ
る
。
階
上
へ
の
階
段
に
歩
を
移
せ
ば
、
此
の
館
の
誇

り
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
壁
書
が
目
に
つ
く
。
ミ
ュ
ー
ズ
の
紳
。
か
入
生
に
光
を

與
へ
る
も
の
を
召
し
出
す
。
そ
れ
が
、
階
段
正
面
の
大
壁
叢
，
そ
し
て
左

右
の
昇
降
口
の
上
部
の
壁
に
、
ミ
立
ー
ズ
の
招
き
に
価
す
る
四
つ
の
シ

ム
ボ
ル
、
哲
學
、
詩
、
歴
史
、
天
文
を
具
消
化
し
た
叢
が
、
見
る
者
の

心
を
引
き
つ
け
る
。
七
っ
て
左
の
こ
ち
ら
か
ら
第
二
の
壁
叢
は
、
「
科

學
を
表
象
す
る
カ
ル
デ
や
人
の
天
罷
観
望
の
囲
」
で
あ
る
。
見
よ
，
三

人
の
裸
男
が
，
原
始
的
な
小
屋
の
前
に
或
は
立
ち
、
或
は
、
ひ
ざ
ま
つ

い
て
、
目
を
天
の
一
方
に
注
い
で
み
る
、
天
文
學
の
や
り
，
こ
こ
が
巧
み

に
絡
書
化
さ
れ
て
み
る
。
三
階
に
移
る
。
此
慮
は
、
藝
術
回
書
館
の
入

ロ
の
廊
下
。
天
井
こ
四
三
の
壁
書
が
、
例
の
喧
ま
し
い
、
サ
ァ
サ
ジ
ヤ

ン
ト
の
傑
作
で
あ
る
。
北
隅
の
天
井
を
見
上
け
る
ざ
、
そ
こ
に
、
恐
怖

の
封
象
，
モ
ロ
ク
「
こ
、
優
美
の
化
身
、
ア
シ
タ
テ
鴨
こ
が
相
封
し
て
描
か

れ
て
み
る
。
昔
人
間
の
幼
な
き
子
女
を
そ
の
生
贅
ぐ
〕
し
た
モ
ロ
ク
の
形

相
の
す
さ
ま
じ
さ
。
馬
面
の
や
「
な
鍬
下
を
も
つ
た
彼
の
頭
上
に
黄
道

圏
が
め
ぐ
り
、
太
陽
が
赫
灼
・
こ
し
て
照
る
．
太
陽
の
光
線
は
、
幾
千
の

手
・
こ
な
っ
て
、
彼
の
四
嗣
に
雨
の
如
く
伸
び
て
地
を
恵
ま
う
、
こ
し
て
み

る
Q
足
下
に
は
。
エ
ヂ
プ
ト
の
お
ま
じ
な
い
に
用
ゐ
ら
れ
る
ス
カ
ラ
ブ

風
の
も
の
が
踏
ま
へ
ら
れ
て
る
る
。
之
に
醤
し
て
、
金
星
女
沸
ア
シ
タ

三
四

ロ
テ
の
や
さ
姿
、
旗
色
の
衣
を
ま
こ
っ
て
、
同
じ
色
の
ス
カ
ー
フ
（
？
）

の
な
び
く
裏
側
に
世
に
も
優
美
な
禾
女
た
ち
が
舞
踊
す
る
。
天
來
が
、

此
壁
叢
全
艦
、
こ
し
て
は
、
人
類
の
精
紳
的
向
上
史
の
い
く
節
、
恐
怖
嘔
こ

暗
黒
「
こ
偶
像
の
支
配
か
ら
、
豫
言
者
の
啓
示
を
経
て
、
「
悲
し
み
の
女
た

ち
」
ミ
「
恵
み
の
女
マ
リ
ア
」
の
封
立
、
そ
れ
か
ら
、
人
類
の
救
ー
キ
リ

ス
ト
の
寄
集
ま
で
を
象
徴
的
に
描
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
往
時
の
外
道

除
者
の
「
例
ε
し
て
描
か
れ
た
天
牛
崇
拝
の
封
象
、
モ
ロ
ク
ぐ
う
シ
タ

ロ
テ
は
見
る
も
の
に
一
種
異
様
な
感
銘
を
與
へ
る
。
我
等
は
，
太
陽
を

も
解
剖
し
，
金
星
の
藤
密
を
も
あ
ば
い
て
、
宇
宙
の
仕
組
み
を
雄
々
し

く
検
討
し
や
う
。
何
し
ろ
天
井
を
照
明
す
る
電
燈
の
光
が
弱
い
の
で
、

明
細
な
構
圖
の
凡
て
は
目
に
は
い
ら
ぬ
。
「
錦
り
ま
せ
う
」
「
大
分
目
が

い
た
く
な
っ
た
」
山
本
さ
ん
、
こ
私
ご
は
，
奴
隷
解
放
の
偉
人
ブ
イ
リ
ッ

プ
ス
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
の
立
像
を
訪
ね
る
爲
、
圏
書
館
に
暇
を
告
げ
た
。

r
大
正
十
三
年
八
月
二
十
七
日
朝
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
・
カ
レ
ヂ
、
オ
ブ
ザ
ベ
．

ト
リ
の
一
室
に
て
！
）

○
水
澤
緯
度
醜
測
所
に
て
暫
く
風
船
観
測
に
從
事
し
て
ゐ
ら
れ
た

　
伊
藤
訳
伍
氏
が
こ
の
九
月
か
ら
當
天
文
塁
の
助
手
「
こ
し
て
信
任

　
せ
ら
れ
た
。


